　　　2007年度「ブロック共同宣教司牧の歩みの評価」　　奈良南部ブロック
１．ブロック内の「共同宣教司牧的」相互交流と相互補完について
　① ブロック司祭団の分担(含む修道者)
　　 司祭の高齢化が進み、一人の司祭に負担が集中している。
　② 司祭団と信徒との典型体制
　　 まだ良い形とは言えない。組織としては少しながらできつつあるが、参加する役員が複数の

ため責任を感じながらも互いに責任が分散されるようです。

役員の中で、代表を決めた方が良いと思う。現在、ブロック会議の議題、議事進行等に関して、

司祭団と事前に合同ミーティングを開き協議している。

然しながら、依然として司祭と信徒間の会話する時間が少ないようです。

　③ 意見交換とコンセンサス

　　 少しづつではあるが、各小教区からの情報(毎週ブロックお知らせなど) 意見、提案等、年ごと
　　 に深められつつある。しかし、普段から信徒間に於いても互いに対話できる雰囲気作りが必要

　　 と思われる。

２．｢共同宣教司牧的｣な地域教会共同体の動きについて

　① 意思決定のプロセス

　　 ４教会の中では、それぞれのコンセンサスが取られているが、まだ十分とは言えない。
　　 ある小教区では、小教区評議会への意見を部会、地区会或いはその他のグループを通して提案

　　 がなされている所もある。全体的に見て不十分であることは否めない。

　② 意見交換・意見集約方法

　　 意見を出す人が少なく、うまく集約が出来ていない。そのため意見が平衡的感覚に欠ける恐れ

がある。ある小教区では、小教区評議会１０日前に議題決定の準備会を開いている。
　③ 情報の共有

　　 ブロック会議、小教区評議会議事録、ブロックからの毎週のお知らせ等で、信徒に提示して

いるが、受けて側にも認識を深めてもらう必要がある。
　　 一方的になってはいあにだろうか。

　④ 小教区間の協力

　　 まだ途上であるが、ブロック活動部会の一部分(例：典礼部会など) では活動がなされており
　　 協力体制は出来つつある。他の分野での協力を推進する必要がある。

３．｢共同宣教司牧｣を支える活動と学びについて

　① 奉仕や福音宣教者としての意識
意識の格差が広がりつつあり、意識のある人(役割等を担当している人) はより以上になって
きているが、そうでない人は教会から遠のく人も現れているようだ。
信徒としての自覚が足りないように感じられる。

　② 分かち合いと福音的識別
難しい問題ですが、分かち合う場を増やし司会者の育成も含め教会全体として、雰囲気作りが
必要。特に参加しやすいようにするには日常の信徒間のコミュニケーションが大切だ。

　③ ｢部会｣やグループの活動について

　　 各活動部会も、徐々にではあるが、活動が活発化の兆しが見えてきた。特に、典礼部会、教育
　　 部会は定期的に開催している。広報活動部会も活動を始めた。今後、役割を担当する人、

それに参加する人のメンバーを如何にして増やすか課題は多い。

　④ 共同宣教司牧と秘跡・典礼

　　 ブロック典礼部会で検討作成した(ミサ典礼書) に基づき共通のミサ祭儀を行う事になって

いるが、まだ徹底されていない部分もある(小教区内での事情も考えられるが、司祭の間でも
相違点があるように思われる)

尚、各小教区での「許しの秘跡」が受けられるようにして欲しい。(都合の良い時間で)

　⑤ 信仰入門・養成講座

　　 ｢キリスト教入門講座｣ は年間を通して、月２回開催している。参加される人が少なく、今後
　　 如何にして参加者を求めるかが課題として残る。奉仕者の方々は実によく活動されている。

　⑥ リーダー養成・信徒養成

　　 高齢化していく中で、次世代を担う若者の養成が急務である。毎年復活祭の前に新役員を選出
　　 しているが、同じ顔ぶれのようなメンバーとなっている。それも役員にはなりたくないと言う

　　 信徒の意識があり、役員をされた方が交代出来ず引き受けている状況にある。信徒養成に

ついては講座が京都、奈良に集中していて参加するのに不便も感じており、ブロックで講座や

集まりがあれば参加しやすい。
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